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治療併用の集学的療法が施行されているにも関わらずその生存率は約 70％で過去 20 年間
ではほぼ改善していない。腫瘍溶解ウイルスの 1 つである水疱性口内炎ウイルス
(Vesicular Stomatitis Virus; VSV)は様々な種類の癌腫に選択的に感染し、溶解させる新し
い治療法として注目されている。これまで申請者の研究室では骨肉腫マウスの原発巣に対
する VSV の治療効果を報告してきたが、本研究では肺転移巣に対する VSV の有用性につ
いて研究解析を行った。 
赤色蛍光蛋白 Katushka を遺伝子導入した VSV(rVSV-K)を作成し、高肺転移骨肉腫マウ
スモデルに投与して肺転移抑制効果を評価すること、及び rVSV-K の血中循環腫瘍細胞




RNA 発現はリアルタイム PCR によって評価した。In vivo 骨肉腫マウスモデルは、
immunocompetent C3H 雄マウスに、高肺転移骨肉腫細胞株 LM8 を背部に移植し作成し










骨肉腫細胞において MSC に比較し強力な増殖抑制効果が見られた。ウイルス感染後 48 時




（student t-test, p < 0.01）、生存日数の有意な延長（log-rank test, p < 0.01）も見られ
た。LM8 骨肉腫マウスモデルより採取した血液に rVSV-K を感染させると、赤色蛍光発現
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判	 	定	 	合	 	格	
	
	 上記 3 名の審査委員会委員全員が出席のうえ、平成 30 年 8 月 2 日の第 75 回広島大学研
究科発表会（医学）及び平成 30 年 7 月 31 日本委員会において最終試験を行い、主として
次の試問を行った。 
 
1. 腫瘍溶解ウイルス VSV の感染メカニズム 
2. VSV の副作用、免疫系への影響 
3. 血中循環腫瘍細胞の意義と検出法 
4. 骨肉腫治療の現状と課題 
5. 本研究成果の臨床応用の可能性 
 
	 これらに対して極めて適切な解答をなし、本委員会が本人の学位申請論文の内容及び関
係事項に関する本人の学識について試験した結果、全員一致していずれも学位を授与する
に必要な学識を有するものと認めた。 
	
	
	
	
	
	
